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❤　認知症の人が自分の思いを話せる場所です。
❤  認知症の人の介護で悩んでいる家族や認知症のことを知りたい方、専門職や地域の人、ボランティアなど、どなたでも認知症の話ができる場所です。      
❤　同じように悩んでいる人達がいます。
❤　励まし合い、助け合い、みんなで一緒に考えましょう！
❤　涙あり、笑いありの教科書にはない事を学ばせてもらっています。
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「認知症の人と家族の会」は、毎月１回（原則として第１土曜日）


“つどい　語ろう会”を開いています！　時間　10:15～13：30　


場所：とす市民活動センター（フレスポ鳥栖2階のゲムセンター隣り）


認知症に関心のある方、どなたでも参加歓迎です！


場　所：フレスポ鳥栖2階　とす市民活動センター　　　時　間：１０：１５～１３：３０





参加費：100円


（お茶、お菓子代）








� HYPERLINK "https://t.pimg.jp/004/180/547/1/4180547.jpg" ���毎朝4時に起きて6時30分まで、2時間30分歩きます、散歩コースはいつも一緒です。


若い頃鉄道会社に勤務しており、往復約5Kmの道を毎日徒歩で通勤していました。


「歩かない日は調子が悪い」と言われ、小雨ぐらいは傘をさして歩きます。


転んで両手、両ひざを擦りむいたことがありましたが、傷が治るまで毎日歩いて、病院に付け替えに通いました。


それでも、毎朝起きて散歩されるこの方は、年齢は80歳代後半、要介護の認定は受けています。


しっかり歩けて要介護なのは、認知症があるからです。


もの忘れがあり、同じ話を何度もされます、転んだ時の状況は、ご本人は覚えていません。


ご家族は、「道がわからなくなって家に帰ってこれなくなったら・・・」と心配されています。


でも、ご家族さん少しだけ安心してください。（裏面へ）
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住み慣れた地域で日常生活を続ける方法！


（身近な地域の「見守り」を増やすこと）
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ただ歩くだけの散歩ではなく、楽しみや目的のある散歩で、地域の方の見守りがあります。


保険のために、ケアマネジャーの僕の名刺をポケットにいつも入れておられ、「道に迷ったら親切な人に連絡をしてもらうように」と話しています。そのことはご本人も覚えておられます。


　若い頃と変わらず長距離を歩ける足は、ご本人の自信であり、自慢であり、強みです。


　いつまでも誇ってください、月に１回は自慢話を僕に話してください。


毎回同じ内容でも構いません、「毎朝４時に起きて6時30分まで歩きます、若い頃は・・・」何回でも聴きます。


　ご家族さん心配でしょうが、早起きして2時間30分歩くのは、ご本人の「日常」なので、問題が発生しても、「止める」のではなく、極力「続ける」方向性


で考えて。
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最後に、毎朝散歩中に挨拶を返してくださる地域の方々、ありがとうございます。


余計な物を買わないようにしてくださるコンビニの店員さん、ありがとうございます。


ご本人が、今日も問題なく散歩して自宅に帰ってこられるのは、皆さんのおかげです。


　


※ご本人にとって望ましい生活の基本は「活発な生活を安全に」です。


活発な生活は、事故に会ったり、怪我したりする確率が高く、介護者が安全な生活と考え、施設や自宅の外に出さない対応は、体と頭を錆びつかせ、問題を悪化させてしまいます。


※ご本人は、どちらを希望されているのでしょうか？
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ご本人の散歩コースには、チェツクポイントが2ヵ所あります。


１．毎朝、公園でラジオ体操されている地域の方達に「おはようございます」の挨拶をされます。


２．毎回、同じコンビニで買い物をされます。








ケアマネジャーさんの報告から





行方不明者の多くは、本人が買い物や気晴らしのために出かけたまま帰れなくなるケースが多いです。きっと本人の心の中は不安でいっぱいになり、早く帰らなければと焦って足早になって、どんどん遠くまで歩いてしまうのです。





この会は、


地域で暮らす認知症の人や家族を温かく見守り、認知症になっても安心して暮らせる地域をめざしています。








世話人（12人）


尼寺はつみ・石原澄子・上野久子


大石良成・久保山恵子・杉岡敬子


鈴木陽子・宮園いつ子・久米きよみ


野口幸男・田中英作・神﨑道子








